
 

 

 

 

 

 

去る 5 月 17 日「香港中文大学」20 名の学生 2 名の教授に対して、加瀬先生のご指名により 

アクティブ・エイジング「ところざわ俱楽部」の活動の一端をプレゼンさせて頂きました。 

（この研修について「広場」9 月号で加瀬先生のご報告が掲載されて居ります。） 

 

 この日のプレゼンについて、加瀬先生のご評価を頂き、表題の通りのご依頼がありました。 

若干掲載の鮮度が落ちるかと思いますが、「広場」9 月号で加瀬先生の原稿が掲載されるタイミングで 

HP へ掲載させて頂きました。 

 

7/4 玉上・中原・森野・佐藤(美)・園田・佐藤(重)の 6 名で早稲田へ 

１） 最初に自己紹介にはじまり、ところざわ俱楽部とは如何なる団体かを若干説明（佐藤） 

２） 森野事業部長より、全会員を繋ぐ、倶楽部全体の事業について説明。 

新春の集い・時局講演会・文芸講座・文化祭（ところざわ俱楽部まつり）等。 

３） 佐藤美津子さんより、「民話の会」の活動について 

高齢者施設へのボランティア活動・市内小学校 5 校 3 年生の授業の一環として「民話」を。 

４） 園田ヒロ子さんより、「食を通して所沢を知る会」の活動について 

食の安全と、フードロス問題やフードバンクの取り組みについて。 

５） 中原総務部より、残り 13 のサークルについて、ユーモア交えて説明。 

其々のサークルの特徴と、倶楽部として、地域貢献活動についても取り組んでいる事を紹介。 

６） 玉上広報部長より、倶楽部全体（全方位）に機関紙「広場」の中味と毎月発行。 

HP は誰にでも開かれた情報ツールとして、概ね毎週更新、多彩で役に立つ内容が満載。 

 

聴講の学生からの質問 

① 皆さんが歩んでこられた人生の中で、どの時代が一番良かったか？ 異口同音に今が一番‼ 

② 自分ちのお祖父ちゃんを喜ばせたいが、どうやれば・・孫がやってくれることは何でも嬉しい！ 

③ うちのお祖母ちゃんに運転免許返納させたい、どう話せば・・孫の願いは聞いてくれるヨ。 

 

 お祖父ちゃん、お祖母ちゃんの年代でも、こんなに活発に、明るく前向きに人生頑張れるんだ！ 

人生の歩みの中で、“今が一番いい”という答えに、齢をとっても、やる事があること、夢中になれ 

るものがあることの素晴らしさが、少し伝えられたように思います。 
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